
件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率 件数 発生率

子宮頸がん予防ワクチン（サーバリックス）
【平成21年12月発売～平成25年3月31日】 1,705件 245.1 302件 43.4 704件 101.2 211件 30.3 1,001件 143.9 91件 13.1 6,957,386

子宮頸がん予防ワクチン（ガーダシル）
【平成23年8月発売～平成25年3月31日】 263件 155.7 56件 33.2 68件 40.3 41件 24.3 195件 115.5 15件 8.9 1,688,761

ヒブワクチン
【平成20年12月発売～平成25年3月31日】 675件 63.8 237件 22.4 177件 16.8 153件 14.4 498件 47.0 92件 8.7 10,591,278

小児用肺炎球菌ワクチン
【平成22年2月発売～平成25年3月31日】 933件 89.1 288件 27.5 249件 23.9 191件 18.2 684件 65.3 97件 9.3 10,480,144

不活化ポリオワクチン
【平成24年8月発売～平成25年3月31日】 67件 23.8 15件 5.3 17件 6.0 9件 3.2 50件 17.8 　12件 4.3 2,815,142

４種混合ワクチン
【平成24年10月発売～平成25年3月31日】 15件 13.5 4件 3.6 2件 1.8 2件 1.8 13件 11.7 10件 9.0 1,107,279

日本脳炎ワクチン
【平成24年11月1日～平成25年3月31日】 63件 67.4 24件 25.7 11件 11.8 11件 11.8 52件 55.7 13件 13.9 934,354

インフルエンザワクチン
【平成24年10月1日～平成25年3月31日】 387件 7.5 121件 2.3 86件 1.7 74件 1.4 301件 5.8 53件 1.0 51,506,304

※接種回数については、製造販売業者の出荷量からの推計

※副反応報告制度は、予防接種との因果関係の有無に関わらず、接種後に健康状況の変化をきたした症例を収集したもの

※発生率は100万接種あたりの発生数

各ワクチンの副反応報告件数

接種回数

D　医療機関報告のうち、
医師が重篤としたもの

副反応の報告（A＋C）

ワクチンの種類

Ａ　企業からの報告 C　医療機関からの報告
B　企業報告のうち、
医師が重篤としたもの

重篤（B＋D)
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